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ビュー時間は平均で 40 － 60 分であり、1、2 回程
度行った。また大学に進学した選手に対しても数
名同様のインタビューを行った。寮への滞在日数















1993 年に開催された J リーグに開幕当初から参加
することとなる。J リーグでも優勝する一方で、








おり、X 町にある Y 高校で全員が自転車で通って











　X 町は、昭和 28 年（1953 年）に○○県内で 7
番目の町として、人口 14,500 人、戸数 3,000 戸、
面積 84,34k㎡に発足した（平成 15 年段階では
11,601 名と減少）。X 町は、県庁所在地から電車で
２時間弱ほど内部に入った田舎町である。町のス




成された。また 9 月には、敬老会の実施を町内 4
地区開催に切り替え、第 1 回の町老人スポーツ大
会（220 人参加）を 10 月 19 日に実施。さらに同
年に子ども会の育成、スポーツ少年団の育成など
の活動方針を確立する。昭和 51 年（1976 年）に
は第 1 回 X 町民オリンピック大会を開催し、その
毎年町民大会として定着させていく。昭和 54 年









会を実施する。平成 2 年度（1990 年）には多目的
スポーツ広場や体育館などのスポーツ施設、創作、
陶芸室、野外ステージを備えるヘルシー＆交流の





しれない。翌年には J クラブのユース選手 12 名が

















































名で 1 年生から 3 年生までの約 30 名前後を指導
している。コーチングスタッフ（以下：スタッフ）




































































































































































「そうっすね、2 年、1 年時は本当に伸びて、で 2 年の
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